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子ども家庭庁の創設に伴い、「面会交流」は「親子交流」と言われるようにもなりました。      

子どもの利益を最優先に考慮して、子どものために実施する親子交流の支援のために、

私たち支援者はどのような姿勢で臨んだらよいのか。 長年、現場で交流支援を実践し、

FPICの支援活動を牽引してこられた山口恵美子さんに、支援者の在り方について講演を

お願いしました。 

   

 

 

１ 支援者にとっての親子交流の意義と目的 

   一般的には交流の意義と目的は、「子の最善の利益」という抽象的、理念的な概念

で説明されている。人は人生の初期に、生涯にわたり心身に影響を残すつらい経験を

しても、安全、安心の世界を構築して支えてくれる人がいれば、そのつらさと向き合

い乗り越えて、成長、回復する力（脳）を持っているという臨床科学的人間観を前提に、

支援者は「愛着形成のやり直し」という臨床的意義と目的に焦点を当てる。 

２ 安定した愛着形成に資する３つの支援 

（1） ケースの同定：ケースの一般化と個別化の両面的理解の上で、支援の要否、支援の 

  内容などを適切に判断する。     

（2） 子ども理解と対応：子どもの心身の状態を、発達段階と離婚プロセスの縦横両軸の

中で把握し、子どもの変化と成長（流動性）を見逃さない。子ども自身の意向や被虐

待経験、発達障害には特段の配慮を行う。 

（3） 親理解と対応：子どもが安心して交流に臨めるような交流前・交流中・交流後の配

慮ができるように、またネガティブ思考を払拭し、現実検討能力を高められるよう

に、親自身の成長の手助けとなる教育的な働き掛けを行う。 

３ 子どもと父母に信頼される支援者の育成 

機関利用に対する最強のリスクヘッジ（危険回避）は、当事者に過剰な期待を抱かせ

ないことである。そのためには、当事者に対する支援条件・支援内容などの事前開示、

事前説明は当然のこと、とりわけ当事者との対等平等な自由契約を行うことの意味

の理解を確実にする。支援における温かみと公平感、知識と経験に裏打ちされた一貫            

  性のある対応に基づく信頼関係の構築も大切である。 

エフピック 
広島ファミリー相談室 

活動報告 

子どものための「親子交流支援」とは？ 

 

★講演「子どものための親子交流支援」★ 
    ～現場の支援者にお伝えしたいこと～ 

        FPIC横浜ファミリー相談室 山口恵美子 氏 

 

 

今年度も当相談室は、社会福祉法人広島県共同募金会『社会課題解決プロジェクト』

の参加団体として承認されました。ご寄付のお陰で当相談室の活動が維持されていま

す。 募金期間は、令和 6 年 1 月 1 日から 3 月 31 日までです。皆様のご支援・ご協力を

よろしくお願い致します。 

赤い羽根共同募金にご協力をお願い致します 

 

どうぞご協力よろしくお願いします今年も赤い羽根共同募金

に取り組みます。 
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令和 5年度「家庭問題無料相談会」を開催 

 

令和 5年度「家庭問題無料相談会」を開催 

   

  

 

1０月２９日（日）、広島県民文化センターにおいて「家庭問題無料相談会」を開催しまし

た。離婚、面会交流、養育費、相続などの家庭問題について、悩みを持つ沢山の方々が県

内各地から相談に来られました。この相談会は毎年秋に開催しております。家庭裁判所

の元調査官、調停委員経験者、弁護士など、家庭問題に詳しいエフピック会員が２人一組

で相談に当たりました。相談者にアンケートを書いてもらったところ、「分からなかったこ

とを説明してもらって気持ちが楽になりました」、「来てよかったです」、「頑張れそうで

す」などの声が聞かれました。 

この相談会は、赤い羽根共同募金の配分金を基に毎年開催しています。 

 

 

 

 

 

 

20代 1人 

30代 4人 

40代 2人 

50代 7人 

60代 10人 

70代 6人 

80代 4人 

合計 34人 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

相談 人数 

男性 10人 

女性 24人 

合計 34人 

 

離婚

41%

相続

24%

家族の問題

17%

養育費

4% 面会交流

14%

相談内容

お母さん

調停(審判)中に、裁判所から、当相談室に、面会交流支援契約を結ぶための条件を

問い合わせるように言われたお父さんやお母さんで、遠方に住んでいるため、当相談

室に出向くのが困難な方は、オンラインでもご相談いただけるようになりました。費用

は１時間 3,000円です。 

ただし、その後、調停で合意(審判で確定)し、当相談室と支援契約を結ぶ際には、こ

れまでと同様、当相談室にお越しいただき、 が必要です。                          

公益社団法人家庭問題情報センター      

エフピック(FPIC)広島ファミリー相談室     

広島市中区大手町１丁目 5番 3号 県民文化センター6階 

電話・Fax：082-246-7520（平日 13：30～16：30）   

HP：https://www.fpichiroshima.com/  E-mail：fpichiroshima@ybb.ne.jp 
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